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【国際特許分類】
   Ａ０１Ｎ  63/04     (2006.01)
   Ａ０１Ｐ   3/00     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  25/30     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  37/02     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  35/02     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  31/02     (2006.01)
   Ａ２３Ｋ   1/16     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   8/36     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   8/37     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   8/99     (2006.01)
   Ａ６１Ｑ  19/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   8/60     (2006.01)
   Ａ２３Ｂ   4/12     (2006.01)
   Ａ２３Ｂ   7/10     (2006.01)
   Ａ２３Ｌ   3/349    (2006.01)
   Ａ２３Ｌ   3/3508   (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ０１Ｎ  63/04    　　　Ｚ
   Ａ０１Ｐ   3/00    　　　　
   Ａ０１Ｎ  25/30    　　　　
   Ａ０１Ｎ  37/02    　　　　
   Ａ０１Ｎ  35/02    　　　　
   Ａ０１Ｎ  31/02    　　　　
   Ａ２３Ｋ   1/16    ３０１Ｃ
   Ａ２３Ｋ   1/16    ３０１Ｂ
   Ａ２３Ｋ   1/16    ３０１Ｆ
   Ａ６１Ｋ   8/36    　　　　
   Ａ６１Ｋ   8/37    　　　　
   Ａ６１Ｋ   8/99    　　　　
   Ａ６１Ｑ  19/10    　　　　
   Ａ６１Ｋ   8/60    　　　　
   Ａ２３Ｂ   4/12    　　　Ａ
   Ａ２３Ｂ   4/12    　　　Ｚ
   Ａ２３Ｂ   7/10    　　　Ｚ
   Ａ２３Ｌ   3/349   ５０１　
   Ａ２３Ｌ   3/3508  　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成25年4月23日(2013.4.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
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【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Ｃ2～約Ｃ5の酸成分と；
　Ｃ2～約Ｃ5のエステル成分と；
　ムスコドル・クリスパンスの単離された培養物の揮発性副生成物から単離可能な少なく
とも２つのＣ2～約Ｃ5の成分と
を含み、
　前記組成物は、単離され培養されたムスコドル種、その揮発性副生成物、又は前記揮発
性副生成物の合成混合物とは異なる病原体活性プロフィールを有する、抗菌組成物。
【請求項２】
　前記酸成分は、イソ酪酸、プロピオン酸、及びそれらの組合せから選択される、請求項
１記載の組成物。
【請求項３】
　前記エステル成分は、Ｃ4酢酸エステル、Ｃ5酢酸エステル及びそれらの組合せから選択
される、請求項１記載の組成物。
【請求項４】
　Ｍ．クリスパンスの揮発性副生成物から単離可能な前記成分を約８～１０個含む、請求
項１記載の組成物。
【請求項５】
　前記組成物の各前記成分は、Ｍ．クリスパンスの揮発性副生成物から単離可能である、
請求項４記載の組成物。
【請求項６】
　各前記成分は発酵製品であり、前記発酵は、細菌発酵、酵母発酵及び真菌発酵から選択
される、請求項１記載の組成物。
【請求項７】
　ラムノリピド成分を含む、請求項１記載の組成物。
【請求項８】
　製造品と組み合わせた、請求項１記載の組成物。
【請求項９】
　前記製造品は、ヒト用食品、動物用食品、飲料品、包装製品、パーソナルケア製品、猫
砂製品、製品加工装置、医療機器、及び歯科用装置から選択される、請求項８記載の組成
物。
【請求項１０】
　Ｃ2～約Ｃ5のアルコール、Ｃ2～約Ｃ5のケトン、Ｃ2～約Ｃ5のアルデヒド、Ｃ2～約Ｃ5

の酸及びＣ2～約Ｃ5の酸エステルから選択される約８～約１０個の成分を含み、各前記成
分は、Ｍ．クリスパンスの単離された培養物から単離可能である、抗菌組成物を提供する
ことと；
　微生物ならびに微生物の活性を支持できる基質のうちの少なくとも一方を、前記組成物
と接触することと
を含み、
　前記組成物は、微生物の活性に影響を与えるのに少なくとも部分的に十分な量である、
微生物の活性に影響を与える方法。
【請求項１１】
　前記微生物は、大腸菌型細菌とその組み合わせから選択された、請求項１０記載の方法
。
【請求項１２】
　前記微生物は、ヒト型結核菌株とその組み合わせから選択された、請求項１０記載の方
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法。
【請求項１３】
　前記微生物は、アスペルギルス菌、ペニシリウム属菌，セルコスポラ菌、バーティシリ
ウム菌、ピチウム菌、フィトフトラ菌、リゾクトニア菌、ゲオトリクム菌、トリコデルマ
菌、ガノダーマ菌、及びクルブラリア菌とそれらの組み合わせから選択された、請求項１
０記載の方法。
【請求項１４】
　前記基質は、植物表面及び製造品から選択される、請求項１０記載の方法。
【請求項１５】
　前記基質は、種子、植物表面の成分、果実、ナッツ類及び野菜、ならびにそれらの組み
合わせから選択された、請求項１４記載の方法。
【請求項１６】
　前記基質は、収穫前の果実、ナッツ類及び野菜、及び収穫後の果実、ナッツ類及び野菜
から選択された、請求項１５記載の方法。
【請求項１７】
　前記微生物は、マイコスフェレラ・フィジエンシス菌であり、
　前記基質は、バナナ植物、バナナ、プランテイン植物、プランテイン、及びそれらの組
み合わせから選択された、請求項１６記載の方法。
【請求項１８】
　前記微生物は、ボトリチス菌であり、
　前記基質は、タマネギ、シャロット及びニンニク農産物から選択された、請求項１６記
載の方法。
【請求項１９】
　前記微生物は、トマトかいよう菌であり、
　前記基質は、トマトの種子、株、及び作物から選択された、請求項１６記載の方法。
【請求項２０】
　前記接触は、前記組成物の直接接触、及び前記組成物の少なくとも部分的気化時から選
択される、請求項１０記載の方法。
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